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はじめに 

 

 

 

 

このたびは本製品をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。 

本書には、本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。ご使用の前に本書をよくお読みにな

り、正しくお使いいただけますようお願い致します。 

また、本書は本製品の使用中、いつでも参照できるように大切に保管してください。 

 

◆ ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転用、転載しないようお願いいたします。 

 

2. 本書の内容および製品仕様、外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 

 

3. 本書の作成にあたっては万全を期しておりますが、本書の内容の誤りや省略に対して、また本書、本製品の適

用の結果生じた間接損害を含め、いかなる損害についても責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

4. 製品の保証に関する規定については製品添付の製品保証書をご覧下さい。 

 

5. 本製品にて提供されるファームウェアおよび本製品用として弊社より提供される更新用ファームウェアを、本

製品に組み込んで使用する以外の方法で使用することは一切許可しておりません。 

 

6. 本製品を必要時以外（アナログ設定変更以外）の目的でケースを開けたり、各基板のネジを外したりは行わな

いでください。保証の対象外となります。 

 

7. バージョンによって全ての仕様が搭載されているわけではありませんので、ご注意願います。SpreadRouter-A

の設定ツールで設定できない項目は未対応の機能となります。（または設定できても機能しないものもございま

す） 

 

8. 画像は一部試作品の為、製品版と端子の位置が異なる場合がございます。 

 

◆ 商標について 

 SpreadRotuer はエヌエスティ・グローバリスト株式会社の登録商標です。 

 その他文中の商品名、会社名は、各社の商標または登録商標です。 

 

  

はじめに 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章 
 

第 1 章 概要 
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1.1. Modbus-Slave モードとは 

 

 

 

 

「SpreadRouter-A  Modbus Slave モード（以降、Modbus モード、Modbus 通信）」とは、SpreadRouter-A 側に「Modbus-RTU

プロトコルの Slave」機能で動作するモードです。Modbus 通信にて各端子の計測状態（アナログ入力、デジタル・パルス

入力）を取得したり、デジタル出力を遠隔から制御することが可能になります。（製品モデルにより異なります） 

 

Modbus モードを利用する際には、ホスト機(Modbus マスター機)に一番近い SpreadRouer-A を親機として設定し、残りの

SpreadRouter-A は子機として設定します。また、SpreadRouter-A の子機側に RS232C/RS485 接続可能で Modbus-RTU(Slave)

に対応した製品を複数接続することも可能になります。 

 

 

◆用語の説明 

(1) SpreadRouter-A 

 920MHz 無線を搭載し、製品モデルにより「デジタル入出力・パルス入力」、「アナログ入力」の端子を持ちセンサーの信

号を計測、検出が可能な製品です。親局・子局があり、設定上の違いのみで外観上は同じです。 

基本的な使用方法は複数台の子局のデータを親局宛てに送信し、親局はゲートウェイまたはホストと呼ばれる機器へセン

サーデータを渡します。 

Modbus モードを使用した場合、ホスト(PC や PLC 等の Modbus マスター側機器)から要求電文を受けると、920MHz 送信で対

象のスレーブアドレスを持った機器が返信を返します。 

 

(2) SpreadRouter 

 3G または LTE モジュールを搭載した 3G/LTE ルータ製品です。主に SpreadRouter-A とホスト機器とのデータの橋渡しの

役割を行います。TCP/IP のデータをシリアル通信に変換します。（ゲートウェイ機器）。 

ホスト機器とは、イーサネットや 3G 回線経由で TCP/IP ソケットに Modbus-RTU プロトコルのデータを流し通信します。ま

たは、ホスト機が SpreadRouter-A の Modbus 親機設定された機器に、RS232C または RS485 接続を行いシリアル通信にてダ

イレクトに Modbus-RTU プロトコルにて通信を行います。 

 

 

◆参考資料 

Modbus-Slave モードをご使用時は、合わせて下記の資料もご参照ください。 

・SpreadRouter-A_製品仕様書（SpreadRouter-A の製品仕様、操作マニュアル） 

・SpreadRouterWebUI 操作マニュアル（SpreadRouter の Web 設定画面操作マニュアル）※SpreadRouter-F/R ご利用時 

・SpreadRouter ユーザーズガイド(SpreadRouter の製品仕様) ※SpreadRouter-F/R ご利用時 
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1.1. ModbusSlave モードとは 
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1.2. システム構成図 

 

 

 

 

◆基本的な流れ 

(1)ホスト機から Modbus-RTUプロトコルの要求(指令メッセージを送信)  

(2)SpreadRouter-A 親機が指令メッセージ受信、自身宛て出ない場合は、子機側へそのまま送信。 

(3)該当の SpreadRouter-A または外部機器が存在した場合、応答メッセージを SpreadRouter-A 親局に返信 

(4)SpreadRouter-A 親機は無線受信したデータをホストに返信。(2)の要求が SpreadRouter-A 親機宛ての場合、その

ままホストに返信する。 

 

◆ネットワーク構成例１ 

ホスト側（PC や PLC 等）はイーサネットまたは 3G 回線で、SpreadRouter-R(RS232C)/F(RS485)と TCP ソケット接続し、ソ

ケット間のデータ部に「Modbus-RTU プロトコル」のデータを送受信します。※Modbus-TCP ではありません。 

※SpreadRouter-R と SpreadRouter-A(親機)間が 1対 1 の場合、RS232C 接続も可能。 

 

 

図 1ネットワーク構成例 1 

※部分は次ページに補足 

  

第 1章 概要 

1.2 システム構成図 
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◆ネットワーク構成例 2 

ホスト側（PC や PLC 等）は RS485(RS232C でも可)で SpreadRouter-A(親機)と接続し「Modbus-RTU プロトコル」のデータ

を送受信します。 

※ホスト-SpreadRouter-A(親機)間が 1対 1 の場合、RS232C 接続も可能。 

 

 

図 2ネットワーク構成例 2 

 

◆特徴（ネットワーク構成 1、2 共通） 

ホストから Modbus 通信を行う事により、ModbusSlave モードの SpreadRouter-A（親機または子機）は自身宛の要求電文を

受信すると、製品モデルによって、アナログ入力値、デジタル入力状態、デジタル出力制御、RSSI 値等の取得を行う事が

できます。 

SpreadRouter-A 親機側と RS485 接続にした場合、SpreadRouter-A 以外の Modbus-RTU(スレーブ機能)に対応した装置をマ

ルチドロップ接続することも可能です。 

SpreadRouter-A 子機側も同様に RS485 または RS232C 接続で Modbus-RTU(スレーブ機能)に対応した装置を接続することが

可能です。 

※RS485/RS232C に接続する外部機器はシリアル通信設定（ボーレート、データ長、パリティ、ストップビット）が一致し

ないと通信はできません。 

※親局側に他の Modbus スレーブ機器が接続された場合、親局 SpreadRouter-A は自身データ以外と判断するため、無線送

信を行います。その為、無線通信が多くなり混線が発生することが考えられます。設定ツールで無線送信しないための「無

線除外 ID」設定を行ってください。親局側に他の Modbus スレーブ機器を設置した場合は、特に取得間隔等は十分テスト

を行った上でのご使用を推奨します。 
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第 2 章 シリアル通信、配線仕様（RS232C/RS485） 
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2.1. シリアル通信仕様 

 

 

 

 

◆RS232C/RS485 の通信仕様は下表の通りです。 

表 1  シリアル通信仕様 

 

※最大接続数 254 台は、SpreadRouter-A にアドレス割り当てた場合です。外部機器が例えば 31 台(アドレス 31)までしか

割り当てられない場合は、外部機器に小さい番号を割り当て、32 以上のアドレスを SpreadRouter-A に割り当てご使用す

ることで、混在により 254 台のネットワークを構築することが可能になります。 

※送信先を 255 とした場合、Modbus プロトコル上では、全数に対し設定変更を意味しますが、SpreadRouter-A に対して 

 設定を変更する場合は、対象機器宛に要求電文を送信してください。 

 

 

 

 

 RS485 RS232C 

規格 RS-485 に準拠 RS232C に準拠 

プロトコル Modbus(RTU) Modbus(RTU) 

同期方式 調歩同期式 調歩同期式 

通信方法 2 線式半二重 / 4 線式全二重 全二重（TxD/RxD） 

エラー検出方式 CRC-16 CRC-16 

通信速度 9600bps / 14400bps / 19200bps / 38400bps / 

57600bps / 115200bps 

9600bps / 14400bps / 19200bps / 38400bps / 

57600bps / 115200bps 

データ長 7 ビット / 8 ビット 7 ビット / 8 ビット 

スタートビット 1 固定 1 固定 

パリティービット 偶数 / 奇数 / 無 

無はデータ長 8 ビット時のみ選択可 

偶数 / 奇数 / 無 

無はデータ長 8 ビット時のみ選択可 

ストップビット 1 ビット / 2 ビット 1 ビット / 2 ビット 

使用信号名 2 線式半二重 TRX-(D-),TRX+(D+) 

4 線式全二重 RX(+),TX(+),RX(-),TX(-) 

TxD / RxD 

終端抵抗 約 120Ω（付属の終端抵抗を取り付ける）  

接続台数 ※254 台（外部装置含む） ※ 

SpreadRouter-A/外部機器のアドレスが重ならな

い事 

※254 台（外部装置含む）  

SpreadRouter-A/外部機器のアドレスが重なら

ない事 

設定可能アドレス 自局アドレス 1～254 番で設定 

（0 は使用不可) 

自局アドレス 1～254 番で設定 

（0 は使用不可) 

第 2章 シリアル通信仕様（RS232C/RS485） 

2.1 シリアル通信仕様 
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2.2. 配線仕様 

 

 

 

 

◆配線方法 

RS485 通信を行う場合、Modbus 通信配線はデイジーチェーン(数珠つなぎ)で配線します。 

スター配線やモジュールからの分岐が複数の場合は正しく通信できない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 配線方法 

 

 

 

  

第 2章 シリアル通信仕様（RS232C/RS485） 

2.2 配線仕様 

終端 終端 

終端 終端 

終端 終端 

正しい配線 

(デイジーチェーン) 

正しくない配線 

(スター配線) 

正しくない配線 

(途中分岐がある) 
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◆シリアル通信 DSUB9 ピン端子仕様 

RS232C/RS485 通信用として使用できるポートです。コネクタ形状 DSUB9 ピンオス。 

 

端子番号 信号名 方向 RS-232C RS-485(全二重) RS-485(半ニ重) 

①  GND ― ― ― ― 

②  RXD IN RxD RxD(+) ― 

③  TXD OUT TxD TxD(-) TRx-(D-) 

④  未接続 ― ― ― ― 

⑤  GND ― GND GND GND 

⑥  未接続 ― ― ― ― 

⑦  RTS OUT RTS TxD(+) TRx+(D+) 

⑧  CTS IN CTS RxD(-) ― 

⑨  未接続 ― ― ― ― 

表 2 DSUB9ピン仕様 
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2.3. RS232C/RS485 切替設定 

 

 

 

 

 

◆RS232/RS485 の切替方法 

SpreadRouter-A の RS232C/RS485 切替方法は、本体側面の DipSW-1 で切替します。 

 

◆DipSW-1（本体側面-全モデル共通） 

 

番号 名称 出荷時 内容 備考 

①  シリアル通信選択 ON ON(RS232C)、OFF(RS485)  

②  デュプレックスモード ON ON(全二重)、OFF(半二重) RS485 選択時のみ 

③  無線選択 ON ON(920MHzモデル)、OFF(LTE-M モデル) ※920MHz モデルでは ON固定 

④  

製品モデル選択 

- 
[4]ON-[5]ON：標準モデル 

[4]ON –[5]OFF：アナログ入力モデル 

[4]OFF-[5]ON ：デジタル入出力入力モデル 

購入モデルに合わせる事 

 

 ⑤  - 

⑥  予約 ON ON 固定  

⑦  

終端抵抗選択 

OFF 
[7]OFF-[8]OFF ：RS232C、RS485終端抵抗無 

[7]ON-[8]OFF ：RS485 半二重終端抵抗あり 

[7]ON-[8]ON   ：RS485 全二重終端抵抗あり 

 

⑧  OFF 

表 3 DipSW-1説明 

 

 

  

第 2章 シリアル通信仕様（RS232C/RS485） 

2.3 RS232C/RS485 切替設定 
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第 3 章 Modbus 通信仕様 
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3.1. 通信手順 

 

 

 

 

Modbus はシングルマスター/マルチスレーブ方式です。 

1 台の Modbus マスターからスレーブ(モジュール)にメッセージが送信されます。メッセージは指定したスレーブ(モジュ

ール)に対して送信されます。 

 

◆通信手順 

マスターが指令メッセージを送信すると、スレーブ（モジュール）がメッセージの内容に対して応答メッセージを送信し

ます。 

図 4通信シーケンス 

 

  

第 3章 Modbus 通信仕様 

3.1 通信手順 

マスター 

スレーブ 

(モジュール) 

指令メッセージ 

応答メッセージ 

指令メッセージ 

応答メッセージ 
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◆マスター側メッセージとスレーブ側メッセージの動作  

 

送受信切り替え時間 

マスター・スレーブ間の通信では、送受信切り替えの際に 3.5 文字分のアイドル時間が必要です。 

 

図 5 メッセージ間タイミング 

 

T 時間について SpreadRouter-A には設定する項目はありません。T=0 相当(0 以上)になります。 

3.5 文字分のアイドル時間については下表を参考にしてください。 

SpreadRouter-A では通信速度とパリティ設定が変更できます。 

 

 

通信速度 パリティあり 

(偶数、奇数) 

パリティなし 

9600bps 4.01ms 3.65ms 

19200bps 2.01ms 1.82ms 

38400bps 1.00ms 0.91ms 

表 4 3.5文字分のアイドル時間(参考値) 

 

 

 

 

  

マスター側メッセージ送信 

スレーブ側メッセージ応答 

T 

ア
イ
ド
ル 

ア
イ
ド
ル 
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◆メッセージの構成 

3.5 文字伝送時間以上のアイドル間隔を確保したのち通信のメッセージを送信し、3.5 文字伝送時間以上のアイドル時間後

に終了します。 

 

アイドル  

3.5 文字分  

スレーブ ID 機能コード  データ  エラーチェック  

CRC-16 

アイドル  

3.5 文字分  

 1byte 1byte 2～ 250byte 

(可変長 ) 

2byte  

 

図 6 メッセージ構成 

 

◆メッセージ内容 

上記メッセージの構成において、設定できるデータおよび内容の説明は下表の通りです。 

「発行元」は、どれが各項目の発行元となり得るかを示します。 

今回の内容においては、マスター・スレーブともに発行元になることができます。 

 

項目 設定データ 発行元 内容 

スレーブ ID 01～FFH マスター／スレーブ スレーブ ID（最大接続台数は 254 台※） 

機能コード 03H マスター／スレーブ 保持レジスタ読み出し 

06H マスター／スレーブ 保持レジスタ 1 ワード書き込み 

10H マスター／スレーブ 保持レジスタ 連続書き込み 

データ － マスター／スレーブ データ（コマンドにより可変長） 

エラーチェック

(CRC-16) 

スレーブ ID～データの最後バイトまでの CRC-16 を演算し、演算結果の CRC-16 (2byte)

を下位バイト、上位バイトの順でデータの後に付加する 

表 5 SpreadRouter-A対応の設定データ 

 

外部機器が上記機能コード以外に対応している場合は、外部機器はそのまま使用可能です。 

 

◆スレーブ ID 

受信したメッセージがモジュールに設定した ID 値と一致した時のみ、応答メッセージを返します。 

一致しない場合は応答メッセージを返しません。 

外部機器によって設定可能な最大数が異なりますのでご注意ください。 
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3.2. 機能コードデータ 

 

 

 

 

 

◆機能コードの詳細を説明します。 

 

注意 

エラーチェックの CRCは下位バイト、上位バイトの順で付加することにご注意ください。 

 

 

◆機能コード 

機能コードはスレーブにさせたい動作を指定するコードで、マスターからスレーブに送られるメッセージ中に含まれます。 

SpreadRouter-A が対応する機能コードは下表の通りです。 

外部機器によってサポートする機能コードが異なりますので、それぞれの外部機器の仕様をご確認ください。 

 

 

機能コード 機能説明 

03H 保持レジスタ読み出し（連続読出し可） 

06H 保持レジスタ 1 ワード書き込み 

10H 保持レジスタ 連続書き込み 

表 6 使用できる機能コード一覧 

 

 

 

 

  

第 3章 Modbus 通信仕様 

3.2 機能コードデータ 



19 

 

◆機能コード 03H (保持レジスタ 読み出し) 

指定したアドレスのパラメータ値を読み出します。 

 

送受信フォーマット 

◎送信データ  マスター → スレーブ(SpreadRouter-A) 

名称  送信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  03H 

アドレス  
上位  

0004 ～  0104H 
下位  

読み出しワード数  

(データ長  ÷ 2) 

上位  
0001 ～  0020H 

下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 7 機能コード 03Hの送信フォーマット 

※読み出しワード数はアドレス毎のデータ長単位で指定してください。 

 

 

◎受信データ  スレーブ(SpreadRouter-A) → マスター 

名称  受信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  03H 

読み出しバイト数  2 × 読み出しワード数  

最初の  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

次の  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

～
 

～
 

～
 

最後の  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 8 機能コード 03Hの受信フォーマット 
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機能コード 06H (保持レジスタ 1 ワード書き込み) 

指定した書き込み可能アドレスに、1 ワード(2byte) のデータを書き込みます。 

 

送受信フォーマット 

◎送信データ  マスター → スレーブ(SpreadRouter-A） 

名称  送信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  06H 

アドレス  
上位  

0110 ～  013EH 
下位  

書き込み  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 9 機能コード 06Hの送信フォーマット 

 

 

◎受信データ  スレーブ(SpreadRouter-A) → マスター 

名称  受信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  06H 

アドレス  
上位  

0110 ～  013EH 
下位  

書き込み  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 10 機能コード 06Hの受信フォーマット 
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機能コード 10H (保持レジスタ 連続ワード書き込み) 

指定した書き込み可能アドレスに、1 ワード(2byte)以上 の連続データを書き込みます。 

 

送受信フォーマット 

◎送信データ  マスター → スレーブ(SpreadRouter-A） 

名称  送信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  10H 

開始アドレス  
上位  

0110 ～  013EH 
下位  

データ数  
上位  

0001 ～  0010H 
下位  

バイト数  02 ～  0020H 

最初の書き込み  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

次の書き込み  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

～
 

～
 

～
 

最後の書き込み  

ワードデータ  

上位  
0000 ～  FFFFH 

下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 11 機能コード 06Hの送信フォーマット 

 

◎受信データ  スレーブ(SpreadRouter-A) → マスター 

名称  受信データ  

スレーブ ID 01 ～  FFH 

機能コード  10H 

開始アドレス  
上位  

0110 ～  013EH 
下位  

データ数  
上位  

0001 ～  0010H 
下位  

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  
0000 ～  FFFFH 

上位  

表 12 機能コード 06Hの受信フォーマット 
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エラー検出 

◆CRC-16 

CRC-16 は 2byte のエラーチェック用データです。計算範囲はメッセージ先頭のスレーブ ID からデータ部の最後尾までで

す。スレーブ（SpreadRouter-A）は受信メッセージの CRC を計算し、受信した CRC コードと一致しない場合は無応答とな

り、機能を実行しません。 

 

◆CRC-16 の算出 

CRC の算出は、送信データを生成多項式 ( X16 + X15 + X2 + X0 ) で除算し、その余りをエラーチェックに下位バイト、上

位バイトの順にセットします。 

 

以下は、マスター機器からのコマンドデータで生成する例です。 

領域初期化：【CRC-16】に FFFFH を代入する。 

【CRC-16】に【CRC-16】XOR【最初のデータ（ここではスレーブ ID データ）】の計算値を代入する。 

【CRC-16】に【CRC-16】を右に 1 ビットシフトした値を代入する。 

上記③により、CF(キャリーフラグ)=1 の場合、【CRC-16】に【CRC-16】XOR A001H の計算値を代入する。(最下位ビットが

1 のときに右に 1 ビットシフトすると CF が立つ) 

上記③と④を 8 回繰り返す。8 回終了後は⑥へ。 

最後のデータまで終了していたら、【CRC-16】を演算結果としてメッセージに付加し終了する。終了していない場合は⑦へ。 

【CRC-16】に【CRC-16】XOR【次のデータ】の計算値を代入し、③へ。 

 

エラーメッセージ 

マスターから送信されたメッセージに誤りがある場合、スレーブ（モジュール）からエラーメッセージを返します。 

エラーメッセージが返された時は、送信データを確認してください。 

 

 

名称  

スレーブ ID 

受信した機能コード  + 80H 

エラーコード  (下表参照 ) 

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  

上位  

表 13 エラーメッセージ スレーブ(SpreadRouter-A) → マスターの内容 
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SpreadRouter-A が自身宛てに Modbus 要求を受信した際の判定異常で返却するのは下記のとおりです。 

エラーコード  内容  説明  

01H 機能コード不良  SpreadRouter-A が非対応の機能コードを受信した  

02H アドレス不良  SpreadRouter-A が非対応のアドレスを受信した  

03H データ数不良  連続書き込み時のワード数とバイト数不一致  

表 14 エラーコードの内容 

 

※レジスタ読み出し、連続書き込みに関して読み込みまたは書き込みワード数がレジスタマップの

サイズより大きい値をセットすると誤作動を起こす可能性がござい ます。  

 

 

◎エラー例 

スレーブ ID 01Hの SpreadRouter-A から機能コード 03H でアドレス不良エラーが発生した場合の応答 

 

名称  受信データ  

スレーブ ID 01H 

機能コード  83H 

エラーコード  02H 

エラーチェック  

(CRC-16) 

下位  xxH 

上位  xxH 

表 15エラーの際の受信データの例 
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4.1. レジスタアドレス一覧 

 

 

 

 

読み込み用レジスタマップ 

機能コード 03H 

先頭アドレス 0004 ～  0104H 

指定サイズ（4 バイトの場合、2 をセット） 0001 ～  0020H 

表 16 保持レジスタ読み出しコマンド 

 

◆アナログモデル時 

アドレス 
サイズ 

(バイト) 
R/W データ内容 単位 

0x0004 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-1 

(瞬間値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0008 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-2 

(瞬間値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x000C 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-3 

(瞬間値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0010 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-4 

(瞬間値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0014 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-1 

(平均値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0018 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-2 

(平均値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x001C 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-3 

(平均値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0020 4 R 
アナログ入力状態取得 AD-4 

(平均値) 

取得（V）または（mA）値 の 100000 倍 

取得値 432198 → 4.32198(V)または(mA) 

0x0100 2 R RSSI 受信電波強度 

0x0102 8 R 本体ソフトウェアバージョン 本体側ファームウェアバージョン(文字列) 

0x010A 8 R 920MHz ソフトウェアバージョン 920MHz 側ファームウェアバージョン(文字列) 

0x0104 2 R 製品モデル情報 
0:サブ基板無  1:デジタル入出力モデル 2:アナログ

モデル 

表 17 読み出し可能レジスタ一覧(アナログ入力モデル) 

※連続読出しを行う場合、Modbus 先頭から最後の CRC 含め 100 バイト以下に収まるように指定かつ、0x0020 と 0x0100 レ

ジスタ間をセットで読み出す設定は行わないでください。  

第 4章 アドレスマップ 

4.1 レジスタアドレス一覧 
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◆デジタルモデル時 

アドレス 
サイズ 

(バイト) 
R/W データ内容 単位 

0x0050 2 R 
デジタル入力状態取得 DI-1 

(ON/OFF) 
デジタル入力状態  0：OFF  1：ON 

0x0052 2 R 
デジタル入力状態取得 DI-2 

(ON/OFF) 
デジタル入力状態  0：OFF  1：ON 

0x0054 2 R 
デジタル入力状態取得 DI-3 

(ON/OFF) 
デジタル入力状態  0：OFF  1：ON 

0x0056 2 R 
デジタル入力状態取得 DI-4 

(ON/OFF) 
デジタル入力状態  0：OFF  1：ON 

0x0058 2 R 
デジタル出力状態取得 DO-1 

(ON/OFF) 
デジタル出力状態  0：OFF  1：ON 

0x005A 2 R 
デジタル出力状態取得 DO-2 

(ON/OFF) 
デジタル出力状態  0：OFF  1：ON 

0x005B 2 R 
デジタル出力状態取得 DO-3 

(ON/OFF) 
デジタル出力状態  0：OFF  1：ON 

0x005C 2 R 
デジタル出力状態取得 DO-4 

(ON/OFF) 
デジタル出力状態  0：OFF  1：ON 

0x0060 4 R パルスカウント値取得 DI-1 DI-1 のパルスカウント値 

0x0064 4 R パルスカウント値取得 DI-2 DI-2 のパルスカウント値 

0x0068 4 R パルスカウント値取得 DI-3 DI-3 のパルスカウント値 

0x006C 4 R パルスカウント値取得 DI-4 DI-4 のパルスカウント値 

0x0100 2 R RSSI 受信電波強度 

0x0102 8 R 本体ソフトウェアバージョン 本体側ファームウェアバージョン(文字列) 

0x010A 8 R 920MHz ソフトウェアバージョン 920MHz 側ファームウェアバージョン(文字列) 

0x0104 2 R 製品モデル情報 
0:サブ基板無  1:デジタル入出力モデル 2:アナログ

モデル 

表 18 読み出し可能レジスタ一覧(デジタル入出力モデル) 

 

※連続読出しを行う場合、Modbus 先頭から最後の CRC 含め 100 バイト以下に収まるように指定かつ、0x006C と 0x0100 レ

ジスタ間をセットで読み出す設定は行わないでください。 
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書き込み用レジスタマップ 

機能コード 06H または 10H 

先頭アドレス 0110 ～  017EH 

指定サイズ（2 バイトの場合、1 をセット） 0001 ～  0010H 

表 19 保持レジスタ書き込みコマンド 

 

◆標準、アナログ入力モデル時 

アドレス 
サイズ 

(バイト) 
R/W データ内容 単位 

0x0110 2 W 中継先 ID-1 ※自局の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0112 2 W 中継先 ID-2 ※中継先 ID-1 の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0114 2 W 中継先 ID-3 ※中継先 ID-2 の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0116 2 W 最終宛先 

1～65535（最終宛先の 65535はブロードキャスト） 

※ブロードキャストは子機側 SpreadRouter-A に指定しな

い事 

表 20 書き込み可能レジスタ一覧(標準、アナログモデル) 

 

◆デジタル入出力モデル時 

アドレス 
サイズ 

(バイト) 
R/W データ内容 単位 

0x0110 2 W 中継先 ID-1 ※自局の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0112 2 W 中継先 ID-2 ※中継先 ID-1 の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0114 2 W 中継先 ID-3 ※中継先 ID-2 の次の送信先 0 または 65535:中継無 1～65534:中継 ID 

0x0116 2 W 最終宛先 

1～65535（最終宛先の 65535 はブロードキャスト） 

※ブロードキャストは子機側 SpreadRouter-A に指定しな

い事 

0x0160 2 W デジタル出力制御(DO-1) 0:OFF 1:ON   2:トグル 

0x0162 2 W デジタル出力 ON 時間(DO-1) 0:OFF  65535:常時 ON   1～65534:ON 時間(秒) 

0x0164 2 W デジタル出力 トグル時間(DO-1) 

上位バイト:ON 時間(0.5 秒単位) 下位バイト:(0.5 秒単

位) 

※1=約 0.5 秒、2=約 1 秒、3=約 1.5 秒・・・ 

0x0166 2 W デジタル出力制御(DO-2) 0:OFF 1:ON   2:トグル 
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0x0168 2 W デジタル出力 ON 時間(DO-2) 0:OFF  65535:常時 ON   1～65534:ON 時間(秒) 

0x016A 2 W デジタル出力 トグル時間(DO-2) 

上位バイト:ON 時間(0.5 秒単位) 下位バイト:(0.5 秒単

位) 

※1=約 0.5 秒、2=約 1 秒、3=約 1.5 秒・・・ 

0x016C 2 W デジタル出力制御(DO-3) 0:OFF 1:ON   2:トグル 

0x016E 2 W デジタル出力 ON 時間(DO-3) 0:OFF  65535:常時 ON   1～65534:ON 時間(秒) 

0x0170 2 W デジタル出力 トグル時間(DO-3) 

上位バイト:ON 時間(0.5 秒単位) 下位バイト:(0.5 秒単

位) 

※1=約 0.5 秒、2=約 1 秒、3=約 1.5 秒・・・ 

0x0172 2 W デジタル出力制御(DO-4) 0:OFF 1:ON   2:トグル 

0x0174 2 W デジタル出力 ON 時間(DO-4) 0:OFF  65535:常時 ON   1～65534:ON 時間(秒) 

0x0176 2 W デジタル出力 トグル時間(DO-4) 

上位バイト:ON 時間(0.5 秒単位) 下位バイト:(0.5 秒単

位) 

※1=約 0.5 秒、2=約 1 秒、3=約 1.5 秒・・・ 

0x0178 2 W パルスカウンタクリア(DI-1) 1 をセットする事でパルスカウントを 0 クリア 

0x017A 2 W パルスカウンタクリア(DI-2) 1 をセットする事でパルスカウントを 0 クリア 

0x017C 2 W パルスカウンタクリア(DI-3) 1 をセットする事でパルスカウントを 0 クリア 

0x017E 2 W パルスカウンタクリア(DI-4) 1 をセットする事でパルスカウントを 0 クリア 

表 21 書き込み可能レジスタ一覧(デジタル入出力モデル) 

 

デジタル出力機能のトグル時間は無線通信や負荷の掛かる処理実行時には設定値よりも長く ONまたは OFF制御されること

がありますので、正確な時間での ON/OFF 制御が必要な用途には適していませんのでご注意ください。 

 

※連続しを行う場合、Modbus 先頭から最後の CRC 含め 100 バイト以下に収まるように指定かつ、0x0116 と 0x0160 レジス

タ間をセットで書込む設定は行わないでください。 
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5.1. コンフィグレーション設定方法 

 

 

 

 

Modbus モードで使用する際は、中継の無いスター型や、中継ありの固定中継モードを使用します。 

Modbus モード使用するに当たり、必ず設定する必要がある項目がありますのでご注意ください。 

 

◆コンフィグレーション設定例  スター型接続（ルーティング無） 

 

図 7 スター型構成例 

 

項目 親機 子機１ 子機 2 子機 3 備考 

自局 ID 1～254 1～254 1～254 1～254 自局 IDは 254 以下 

最終宛先 ID 65535 親の ID 親の ID 親の ID 親の最終宛先 ID はブロードキャス

ト設定 

親/子局 親局 中継・子局 中継・子局 中継・子局  

経路 中継無 中継無 中継無 中継無 ルーティング無 

Ack 無効 無効 無効 無効 Ack 無効 

通信モード Modbus Slave 

or 

Discharge※ 

Modbus Slave Modbus Slave Modbus Slave 子機は ModbusSlave モードにする。 

RSSI 出力 出力しない 出力しない 出力しない 出力しない  

送信元 ID出力 出力しない 出力しない 出力しない 出力しない  

表 22 ルーティング無時の設定 

 

※親機自身にセンサーが有る場合は ModbusSlave モードに設定し、親機にセンサーが無い場合や、親機側に他の機器が無

い場合は Discharge モード設定で動作可能。 

・CH や PAN-ID は全て統一させてください。 

第 5章 設定手順について 

5.1 コンフィグレーション設定方法 
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・シリアル通信設定、RS232C設定/RS485 設定は、接続する外部機器またはホスト側と合わせてください。RS232C/RS485 

の設定切替を行った場合は、第 2 章 2.3 RS232C/RS485 切替設定を参照。 

・i コマンドで Modbus モード設定後、アナログ選択（0-5V/4-20mA）を行ったら、本体内のアナログ設定用 DipSW を忘れ 

ないように変更してください。 

 

◆コンフィグレーション設定例 固定中継接続 

 

図 8 固定中継接続例 

項目 親機 子機１ 子機 2 子機 3 備考 

自局 ID 1～254 1～254 1～254 1～254 自局 IDは 254 以下 

最終宛先 ID 65535 親の ID 親の ID 親の ID 親の最終宛先 ID はブロードキャス

ト設定 

親/子局 親局 中継・子局 中継・子局 中継・子局  

経路 固定中継 

(No-Hop) 

固定中継 

(No-Hop) 

固定中継 

(No-Hop) 

Fixation 

(1Hop 子機 2) 

ルーティング無 

Ack 無効 無効 無効 無効 Ack 無効 

通信モード Modbus Slave 

or 

Discharge※ 

Modbus Slave Modbus Slave Modbus Slave 子機は ModbusSlave モードにする。 

※親機についてはスター型同様 

RSSI 出力 出力しない 出力しない 出力しない 出力しない  

送信元 ID出力 出力しない 出力しない 出力しない 出力しない  

表 23 固定中継時の設定 
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5.2. アナログ入力（0-5V / 0-10V / 4-20mA）設定切替方法 

 

 

 

 

アナログ入力モデルは 0-5V / 0-10V / 4-20mA を選択可能です。本体内部の基板スイッチで切替ます。 

 

◆本体のケースを開ける 

本体の電源を OFF 状態で側面の４つネジを外し、上側ケースを外します。（配線されてるので一気に引っ張らない様に注意） 

 

※本説明以外のネジを外したりしない事。 

 

◆アナログ入力 0-5V / 0-10V / 4-20mA 切替スイッチ 

 

 
 

 

 

図 9 アナログ入力モデルのアナログ切り替えスイッチ切替 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 アナログ切り替えスイッチ仕様 

 

※0-5V / 0-10V / 4-20mA 入力選択方法は、上記のスイッチ切替選択と、設定アプリケーションでの設定が必要。 

※DipSW を間違った状態でアナログ入力は行わないで下さい。 

 

第 5章 設定手順について 

5.2 アナログ入力(0-5V / 0-10V / 4-20mA)設定切替方法  

AD-4     AD-3     AD-2     AD-1 

0-5V 設定 

0-10V 設定 

4-20mA 設定 
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